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はじめに
　昭和24年新制大学発足とともに大学の教科過程の中に保健体育科目は，一
般教育科目や外国語科目とともに必修として全学生に対して，講義2単位，実
技2単位（短期大学においては講義1単位，実技1単位）が実施されていた。
　しかし平成3年7月に施行された大学設置基準の全面的な改訂において昭
和24年以来必修であった保健体育科目は，教養（一般）も専門も区別を取り払
われ，それぞれの大学の教育目標に合わせ自由裁量として開設されることに
なった。
　本学は平成11年より新カリキュラムが実施され，今まで1年生通年，2年
生半期の体育実技はスポーツ実技と名称を改め1年生を対象に社会学ゼミ
ナール，文学と表現，政治思想史，心理学ゼミナールと並んで選択必修として
実施された。今年度初めて選択科目としてスポーッ実技（元体育実技）を選択
した学生の意識にっいてアンケートで調査した。
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方　　　法
（1）調査の実施期間
　　　期間：平成11年7月13日（火）スポーッ実技授業時間
（2）実施対象者
　　前期のスポーッ実技選択受講学生でアンケート調査実施日の授業に出席
　した男性20名，女性60名を対象にアンケート調査（質問紙記入法）を実
　施した。回収率は100％であった。
（3）調査項目・回答形式
　　星薬科大学体育学研究室が試作した「1年生スポーツ実技に関するアン
　ケート」表1を用い，無記名で記入する形式をとった。
結果と考察
1．過去，現在の運動部所属状況について
　ここでは過去と現在について運動部所属状況にっいてまとめた。まず図1～
3は中学・高校という過去の時代と現在の大学に入ってからの運動部参加の実
態をまとめたものである。
　本学では本年度から新カリキュラムにともないスポーッ実技は必修選択と
なった。スポーッ実技受講を希望した学生は新入生284名中182名（64．1％）
であった。実際に受講できた学生はその内80名（43．9％）であり，102名
（56．1％）の学生はスポーッ実技を受講希望したにもかかわらず，カリキュラム
の都合で受講することはできなかった。本学に入学した学生の運動部所属状況
を体育実技の時間に調べた結果は54％が非運動部員であった2）。従って，半数
以上の学生が体育実技必修時には，かろうじて週1回の体育実技受講だけが主
な身体運動であると考えられる。
　今日の社会生活の中では，身体運動を行う機会が，ますます少なくなり，「運
動不足病」1｝と言われる疾病まで現われるようになった。
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　今回のスポーッ実技受講者の過去，現在の運動部経験は全体では中学時代
66．7％（男子84，2％，女子60．4％），高校時代は全体55．6％（男子68．4％，女
子50．9％）で中学時代よりも運動部所属者は11．1％の減少であった。本学は
理系の大学であり，受験競争が激しいため，中学まで運動部に所属していた者
も大学受験のために高校では11％強の者が運動部への所属を断念したものと
思われる。大石ら3｝は4年制の国立大学9校，私立大学7校の中学，高校，大学
での運動部参加状況にっいて報告している。その結果は中学時代82．5％，高校
時代66．0％，大学時代54．5％であった。大石らの結果は中学，高校時代は本学
より運動部所属者が15．8～10．4％多かったが，大学に入ってからの運動部所
属者は本学の方が20．5％多かった。この結果はスポーッ実技を選択した学生
を対象としているので当然の結果と思われる。本学で運動部に所属しない新入
生は54％である2｝。今回スポーッ実技を受講した学生の非運動部員は25％で
あるので29％の学生は運動部にも所属しない上に週1回のスポーッ実技をし
ないことにより，ほとんど身体活動は行なっていないと思われる。
2．スポーツ実技の必要性について
　図4は，スポーツ実技を開講する形態について示した。1，2年間必修が良い
と答えた男子学生は52．6％，1年必修2年選択は36．8％である。両方合わせ
ると89．4％の男子学生はスポーッ実技を1年以上必修にすべきであると答え
ている。女子は64．2％の者が1年以上必要と答えている。全体をみると
70．9％がスポーッ実技は1年以上必修を望んでいた。
　上智大学保健体育研究室4）では1993年4月から体育実技の履修期間が2年
間から1年間に短縮され1年次必修と2～4年次選択科目にカリキュラムを組
み替えた。体育実技が必修であることへの賛否の肯定回答は75．8％であった。
この結果は本学の70．9％よりも高い数字であった。福田ら5）は大阪府下の大学
を対象として大学設置基準改正後の大学体育の現状を調査した結果，保体科目
の必修開設，選択開設は必修開設型，必修・選択併設型，選択型の3っの形態
に分かれると述べている。
　必修開設型と必修・選択併設型を合わせ保体科目を卒業要件として必修化し
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た大学は全体の88．2％であり，選択のみの大学は，わずかに11．8％であると
報告している。本学は今回の新カリキュラムによって学生のニーズにそわない
圧倒的に少ない大学と揃列になったことになる。
　石川ら6）は国立および私立の大学から任意に11大学を選び，実技を履修した
2年次の学生を対象にして，3，4年次に体育実技を選択科目として設置するこ
とを条件とすれば履修するという学生が30％近くあり，しかも時間割上可能
であれば履修する意思を持っ学生が半数以上いることは注目すべきであると述
べている。木下はη世界各国における現行の大学体育・スポーッ活動の様相を
把握するために質問紙法によって37ケ国140大学から得た結果を報告してい
る。一般体育の正課科目への採用状況は必修科目の一部として位置づけられて
いるのが37ケ国中16力国（43％）存在し，選択制を採用している国が13ケ
国（35％）であった。
3．スポーツ実技実施方法
　本年度のスポーッ実技は選択した学生の男子20名，女子60名を男女とも2
グループに分けて12コマの中で6コマずつ履修させた。実技種目は第1体育
室でバドミントン，第2体育室では卓球を行った。学生が希望する実技の実施
方法は図5の通りである。男女とも6コマつつ2種目を行った方が良いという
者が男子64．4％，女子71．7％であった。半期を一種目だけ通して行いたい者
は全体の27．8％であった。今回から初めて選択となったのであるが，施設，時
間帯のことを考慮すれば，短い期間ではあるが6コマづっ2種目行った方が良
いようである。本学で実施できる種目は施設，スタッフ2名から考えて制限さ
れるが，学生は何をやりたいのかを見ると図6，7の通りである。第1体育室で
できる種目はさまざまなスポーッの実施が可能であるが，その結果は，全体的
に見るとバドミントン，バスケットボール，バレーボールの順であった。特に
女子はバドミントンを希望する学生が多かった。一方，第2体育室でできる種
目は卓球が8α6％であった。この部屋は他に体力トレーニング，社交ダンスも
できることはできるが，もともとは卓球専用に作られた部屋であるので，学生
も承知しての答えと思われる。グランドは本学では新館建設のために平成11
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年12月からは使用不可能なたあ，グランドでの種目の設問はしなかった。
　上智大学でのスポーツコース受講生の履修希望種目は第1希望のベスト3
は硬式テニス，バスケットボール，スキーであった。また木下の7L般体育採用
種目の希望順位は男女ともバスケットボール，バレーボール，テニス，の後に
バドミントン，卓球であった。
4．スポーツ実技の自己点検・評価
　スポーツ実技の目的には健康，体力の維持・増進や様々な基本的身体活動を
通して，生涯スポーッを身にっける。あるいはスポーッを行うことによっての
精神的発達，身体活動を通しての満足と喜び，ストレス解消等多くのことが上
げられる。本学のような単科大学においては国家試験に合格することが学生生
活の全てように扱われ考えられることが多が「一人の人間のかけがえのない命
を大切にすることなしに，効率的，有用性のみを追っていく教育に大きな問題
がある」とは以前東京女子大学学長の話の中の言葉であった。既就職に直結す
る学問，国試に直結する学問のみが最優先される教育は近い将来，いつの日か
かならずひつみが生じるのではないかと懸念される。このような日がこないこ
とを願うものである。図8，9は卓球バドミントンを受講した学生の評価であ
る。全体で見ると卓球は大変良かった，まあ良かったを合わせると91．7％その
他8．3％は普通であった。バドミントンは大変良かった，まあ良かったを合わ
せると95．8％，普通は4．2％であり，卓球，バドミントン受講者で否定的に答
えたものは0％であり満足度は非常に高かった。
　今回の受講者に自分の体力をどのように評価しているかを尋ねたのが図10
である。
　優れていると答えた男子31．1％に対し女子は1．9％であった。全体では
9．7％である。やや優れているは男女ともほぼ同じ割合であった。普通は男子
42．1％，女子58．5％，やや劣る，劣るは全体の25％で4人に1人は自分の体
力に自信を持っていなかった。
　石川ら6）の健康・体力に対する自信については「自信を持っている」学生と
「自信を持っていない」学生がほぼ半々であり，特に自信を持っていない学生は
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運動部より非所属者の学生の方が多いと述べている。
　学生のスポーッ実技についての感想をみると「楽しかった」，「週1回では物
足りない」，「必修がよい」，「体力不足を痛感した」，「身体を動かせて良かった」
等が多かった。
まとめと今後の課題
　今年から保健体育科目が選択になり，学生の授業評価についてアンケート調
査した結果，以下の事が明らかになった
　（1）スポーツ実技選択者は運動部に所属している者が多かった
　（2）スポーツ実技の必要性については1，2年間必修あるいは1年必修で2
　　　年選択が70．9％であった。
　（3）卓球，バドミントンの受講者の自己評価は91．7～95．8％が大変良かっ
　　　た，まあ良かったと答えた。
　（4）自己の体力評価は優れている，やや優れているは20％であり，やや劣
　　　る，劣るは25％であった。
　スポーッ実技の教育過程は，ただ単に，身体を鍛えるばかりでなく，男女の
若人がスポーッを通して，人と人との関わり，人と物との関わり，成功と失敗
を寛大に受容する多くの機会を提供し，自己気づきの援助になる授業になるよ
う願っている。
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表1．調査に使用されたアンケート
1年生スポーツ実技に関するアンケート　　　　体育学研究室
※　あてはまる番号に○をつけて下さい。
性別　1）男子2）女子現在のクラブ活動について
　1）所属している（　　　　　　　　部）　　　2）所属していない
過去のクラブ活動について
　中学校　1）所属していた（　　　　　　部）　（　　年間）　2）所属していない
　高校1）所属していた（　　　部）（　年間）　2）所属していない
1．スポーッ実技の必要性についてどう思いますか
1）1、2年間必修がよい　　　2）1年間必修、2年以降選択がよい
3）1年間選択がよい　　　　　4）半年間選択がよい（現状でよい）
5）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
2．現在のスポーッ実技のやり方について
1）今回のように6回つつ2種目をする方がよい
2）1種目を半期間（12回）行った方がよい
3）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉
3．スポーツ実技を選択していかがでしたか
卓　球1）大変良かった　2）まあまあ良かった3）普通
　　　　　　　4）あまり良くなかった5）良くなかった
バドミントン　　1）大変良かった　　　　2）まあまあ良かった　　3）普　通
　　　　　　　4）あまり良くなかった　5）良くなかった
4．本学で出来る，下記の種目で最もやりたいと思うものを各体育室から1つ選んでください
第1体育室　　1）バドミントン　　2）バスケットボール　　3）バレーボール
　　　　　　4）ホッケー　　　　5）その他（　　　　　　　　　　　　）
第2体育室　　1｝卓　球　　　　　2）体カトレーニング　　3）社交ダンス
（卓球場）　4）その他（　　　　　　　　　　　　）
5．あなたは自分の体力をどう認識していますか
1，優れている　2．やや優れている　3，普　通　　4，やや劣る　　5．劣　る
感想がありましたら一言どうぞ
ご協力ありがとうございました
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■所属
匠2無所属
口無回答
0　　　20　　　40　　　ω　　　80　　　100（％）
図L　中学校時の運動部所属状況について
男子　　 臼．4　　　3L6
女　子　　　　　旬3　　　　　　4鋼
全体　　　　　55焉　　　　　　4⇔
■1所属
z〕無所属
口無回答
0　　　　20　　　舶　　　　60　　　80　　　100（％）
図2　高校時代の運動部所属について
男子　　、，。　　　、。。　■1所属
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Zコ無所属
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口無回答女　子　　　　　醐　　　　　　　302
全　体　　　　　750　　　　　　おo
0　　　　　　20　　　　　　40　　　　　　60　　　　　80　　　　　100（％）
図3．現在の運動部所属状況について
男　子 ■L2年必修囲1年必修2年選択
z］1年選択
Eコ半年選択
0　　　20　　　40　　　60　　　80　　　100〔％）
図4．スポーツ実技の受講形態について
■■6回つつ2種目
Z］その他
口無回答
0　　　20　　　40　　　60　　　80　　100（％）
図5．スポーツ実技実施の方法について
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全体
■■バドミントン
EZZバレーボール
　Eコその他
4口無回答
0　　　20　　　40　　　60　　　80　　　100（％）
図6　第一体育室で行ってみたい種目について
男子 　乃・　…，檀畿三。．二．グ
好 　　　　編忽嶽ンス全体　　…　　沐口…
5．6
0　　　　　　20　　　　　　40　　　　　　60　　　　　　80　　　　　　100（％）
図γ　第二体育室で行ってみたい種目について
■大変良かった
圏良かった
囮普通
匿函余り良くなかった
口良くなかった
口無回答
0　　　20　　　40　　　60　　　80　　　100〔％）
図8・卓球を受講しての満足度について
男子　　臼2　　　3L6　53
女子　　60鴻　　　35β　3』
全体　　6L1　　　渕．7　4ユ
■■1大変良かった
圏良かった
z］普通
図余り良くなかった
〔］良くなかった
口無回答
0　　　　20　　　40　　　　60　　　80　　　100（％）
図9．バドミントンを受講しての満足度にっいて
全　体
■優れている
囲やや優れている
zコ普通
区コやや劣る
口劣る
0　　　20　　　40　　　60　　　80　　100（％）
図10，体力の自己評価について
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